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№ 138 

【様式２】 

エントリー学校名： 
香川県立 香川丸亀養護学校 

活動名：                  自由参加型研修会でつなぐ 
～ 世代と意識と専門性 ３つの視点で ～ 

解決すべき課題：  

（１）世代や仲間 ・・・（課題）教員数増加や臨時休業に伴い、職員間の仲間意識が希薄になってきた。 
（２）学校や働き方を良くする意識 ・・・（課題）研究成果が継承されていない。働き方改革が迷走中。 
（３）特別支援教育の専門性 ・・・（課題）授業づくりや支援の方法等の専門性を高めていく必要がある。 
目標・方針：  (図１) 
（１）世代や仲間 ・・・（目標） 
若手・中堅・ベテランの世代を超えたつながりをつくることで、同僚性を高め、緩やかなメンター関係を構築する。 
（２）学校や働き方を良くする意識 ・・・（目標） 
本校の研究成果である「４つの幸せ」「自己肯定感・自己有用感」を軸とした支援や指導の方法を継承する。
もともとある「丸養の良さ」「強み」を再認識し、それを生かした、個々で進める働き方改革へ意識をシフトする。 
（３）特別支援教育の専門性 ・・・（目標） 
多様な研修を通して、皆で専門性の向上を図るとともに、授業づくりや支援の方法等を若手教員に継承する。 
（方針）①予備調査を行い、本校小学部職員の意識や課題等を明確にし、講座の内容を設定する。 

②「リレーション」と、従前の研究で知見を深めてきた「４つの幸せ」を全体テーマに据える。(図２) 

活動内容：  

R２年２月  予備調査実施。（１年以上勤務している小学部職員に配布  回収率８８％） 
         ニーズ＋専門的知識（合理的配慮・教育課程・授業づくり等）で研修内容設定。 
R２年３月～自由参加型研修会「自分たちの手で具体的に学校をよくするプロジェクト」７回実施。(図 3) 
R２年８月  標本調査実施。（・・・その意見や内容を基に「活動の成果」を記述。）  

活動の成果：  
（１）世代や仲間  様々な演習（写真）を通して同僚性を高めることができた。 
仲間をつなぐキーワードの「リレーション」と「４つの幸せ」の考えが浸透し、職場の人間
関係を見直す機会となったとの意見あり。また、研修会を通していろいろな世代の仲間
がつながり、そこから新たなメンター関係や援助希求できる関係が生まれつつある。 
（２）学校や働き方を良くする意識  予備調査の結果（図４）より、小学部の良さや強みを認識でき、そ
れを生かそうとする意識が高まった。「時間の短縮」「行事のカット」等、トップダウン型で受け身的な働き方改革で
はなく、それぞれが「負担業務が何かを分析」し「対処法を具体的に考える」ことや、「やりがいを大切にした働き
方改革（図５・６）が必要だ」ということを意識できるようになったとの意見多数あり。 
（３）特別支援教育の専門性 実践紹介や伝達講習を通して、若手教員の指導力 
向上への意識が高まった。研修終了後には、教材や授業づくり、支援の方法等について 
意見交換したりアドバイスをもらったりする様子が多く見られた。 研修後の様子（写真） 

アピールポイント（アイディアや工夫）：  
・全体現職教育や校務に縛られずに必要な内容を設定し、小学部の若手対象の自由参加型研修会にした。 
・予備調査の内容を基に研修内容のニーズを把握した他、本校の魅力や良さを可視化した。(図４参照） 

・校務部（研究部・学びと育ちの相談センター）や専門性の高いベテラン教員と連携した。 
・スタッフに若手教員を、アドバイザーにベテラン教員を配置して、プロジェクトの立案や運営をした。 
・座学だけでなく、様々な実践紹介やベテラン教員からの伝達講習、グループやペアでの演習を多く含んだ。 

(図１) ３つの視点での目標とキーワード        (図２) 「リレーション」と「4 つの幸せ」について 
 
 
 

 
 (図４) 予備調査で明らかになったことの抜粋 

 
 

        
(図 3) 研修内容と参加人数  
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（図 5）教員の「働き方改革」の視点        

（図６）やりがいや幸福感を大切にした働き方改革のために        
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